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鈴鹿中央総合病院　
地域連携室

No.187

研修会のお知らせ お問い合わせ／地域連携室
電話番号／059-384-1057
　　　　（8：30～16：00）

※都合により代診や休診になる場合もあります。ご了承の
程お願い申し上げます。

医療機関様へ医療機関様へ
◆内科

◆眼科

◆耳鼻咽喉科

◆整形外科

◆脳神経外科

◆皮膚科
◆精神科

◆産婦人科

北村　哲也　6月21日（金、代診：山本彩）
高木　幹郎　6月21日（金）28日（金）
湯浅　湖　　6月21日（金）
中条　慎一郎6月24日（月）25日（火）27日（木）
28日（金、代診あり）
6月3日（月、初診休診）5日（水、初診休診）10日
（月、初診休診）
中川　太郎　6月3日（月）10日（月）14日（金）17
日（月）24日（月）
森川　正和　6月21日（金、代診：長尾）
山田　浩之　6月26日（水）
清水　重利　6月5日（水）
土屋　拓郎　6月7日（金）
山際　秋沙　6月7日（金）28日（金）
川喜田昌彦　6月20日（木）21日（金）
矢納　研二　6月6日（木）初診休診）　7日（金、
代診：丹羽、妊婦検診休診）
26日（水、初診・妊婦検診休診）
丹羽　正幸　6月28日（金、初診・妊婦検診休診）

呼吸器疾患相談会

日時・場所

●19：15～●鈴鹿中央総合病院／北館（新館）2階講義室1

令和元年6月13日（木曜日）
地域支援学術講演会

外来休診のお知らせ

BCT：Basic Clinical Teaching
BCT

RCC
RCC：Resident Case Conference

※症例検討会／19：15～ 

紹介患者さまのスムーズな受付・診療を図りたく、次の項目につきましてご協力いただ
きますようお願いいたします。
初診紹介予約について
★診療及び検査など予約可能です。地域連携室へ事前にご連絡ください。
　
呼吸器センター(外科)よりのお知らせ
★肺がん疑いの患者さまは呼吸器外科初診担当日の火・金曜日にご紹介ください。
★診察のご予約をお取りいただいた場合、診察日2日前までに診療情報提供書・画
像データとレポート、採血結果などの資料を郵送または持参お願いします。
　ご予約日までに医師により画像チェックを行い、あらかじめ検査の予定を組むな
ど、スムーズに診察いただけるよう準備いたします。
　事前にご郵送・持参いただく日数がない場合は、データ処理の関係上、待ち時間
が発生することがあります。

　　　　　　呼吸器センター(内科)よりのお知らせ
★肺結核が疑われる患者さまをご紹介いただく際には、お手数ですが、来院される
日時を事前にご連絡いただきますようお願いします。

皮膚科よりのお知らせ
★手術目的のご紹介は月曜日、水曜日にお願いします。

詳細は地域連携室までお問い合わせください。

令和元年

6月26日
（水曜日）

令和元年

6月12日
（水曜日）

T O P I C S

「前立腺癌の疑いと紹介タイミング
　～前立腺癌の最新治療を含めて～」

演題

日時・場所

●18：15～●鈴鹿中央総合病院／北館（新館）2階講義室1

令和元年6月27日（木曜日）

講師：三重大学医学部附属病院
腎泌尿器外科助教／佐々木　豪先生

「神経所見の取り方」演題

日時・場所

●7：00～8：00 ●鈴鹿中央総合病院／北館（新館）2階講義室1

令和元年6月5日（水曜日）

脳神経内科／伊藤伸朗

「急性腹症」演題

日時・場所

●7：00～8：00 ●鈴鹿中央総合病院／北館（新館）2階講義室1

令和元年6月19日（水曜日）

外科／金兒博司

演題 「臨床研修医の経験症例発表」

●7：00～8：00 ●鈴鹿中央総合病院／北館（新館）2階講義室1

「救急センター」オープンについて「救急センター」オープンについて「救急センター」オープンについて
　当院では、主に当地区の二次救急に対し、鈴鹿市医師会・鈴鹿回生病院さまとも
協力しながら極力応需できるよう努めてまいりました。しかし、救急搬送数は年々増加
の一途をたどり、年間4757件（2018年度）の救急車搬入と、その内2000件弱の傷病
者入院に対応するのがようやくでした。救急外来が古く、手狭であったことが十分に
救急搬送応需できなかった事由の一つとして考えられています。
　この度、5月27日から新規に「救急センター」をオープンさせて頂きました。病院北側
を救急車搬入口とし、現状で対応するに十分なスペースを確保しました。従来は経過
観察ベッドを含めた６ベッドでの対応でしたが10ベッドでの対応が可能となり、診察室
は患者様のプライバシーにも配慮した構造となっています。
　当院としては今後も救急医療に対し注力していく方針であり、この「救急センター」
が一助となればと期待しております。

のお知らせのお知らせ
お問い合わせ／地域連携室
電話番号／059-384-1057
　　　　（8：30～16：00）

器疾患相談会 地域支援学術講演会 BCT
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　当院では、主に当地区の二次救急に対し、鈴鹿市医師会・鈴鹿回生病院さまとも
協力しながら極力応需できるよう努めてまいりました。しかし、救急搬送数は年々増加
の一途をたどり、年間4757件（2018年度）の救急車搬入と、その内2000件弱の傷病
者入院に対応するのがようやくでした。救急外来が古く、手狭であったことが十分に
救急搬送応需できなかった事由の一つとして考えられています。
　この度、5月27日から新規に「救急センター」をオープンさせて頂きました。病院北側
を救急車搬入口とし、現状で対応するに十分なスペースを確保しました。従来は経過
観察ベッドを含めた６ベッドでの対応でしたが10ベッドでの対応が可能となり、診察室
は患者様のプライバシーにも配慮した構造となっています。
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